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飲
酒
運
転
は
絶
対
や
め
よ
う

　
十
二
月
は
、
一
年
の
う
ち
で
、
最
も
交
通
事
故
の
多
い
月
で
す
。

　
特
に
年
末
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
、
気
分
的
に
何
か
と
あ
わ
た

だ
し
く
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
交
通
渋
滞
が
、
ひ
ん
ぱ
ん
に
起
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
気
ぜ
わ
し
さ
と
イ
ラ
イ
ラ
が
高
じ
、
と
も
す
れ
ば
、
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
無
理
な
追
い
越
し
な
ど
の
違
反
運
転
が
目
立
つ
よ
う

に
な
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
こ
の
時
期
に
ふ
え
る
の
が
、
飲
酒
運
転
に
よ

る
事
故
で
す
。
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
る
年
末
年
始
は
十
分
ご
注
意
を
。

－呻
声
1
1
叫

死
亡
率
は
平
均
の

　
三
・
二
倍

　
一
∵
　
一
匪
帯
に
ゾ
ロ
　
　
こ
れ
は
、

な
田
ｔ
均
で
９
　
た
東
川
巾
の
保
有
台

数
で
す

　
一
な
、
ト
八
歳
以
ト
の
．
免
許
適

齢
人
‐
″
に
ト
［
め
る
運
帆
免
許
保
有

行
力
割
八
‥
は
、
…
力
什
か
Ｉ
・
斤
人
に

'
　
　
-
＜
'
　
　
　
　
　
-
ｃ
r
C
性
が
川
・
．
１
１
几
人
に
．
人
、

八
Ｌ
休
で
．
ご
．
．
人
に
．
人
と
な
っ
て

い
ま
す

　
　
　
て
匪
帯
に
．
台
力
割
ぺ
‥
で
私

川
巾
か
・
持
ち
、
．
∵
．
．
人
に
／

辿
転
ｊ
る
　
　
ク
に
マ
は
、
仏
た
ら

力
Ｉ
活
に
、
よ
り
．
切
身
近
々
し
の

’
こ
な
り
ヽ
ヱ
・
し
か
・

ｉ

　
と
こ
ろ
で
、
成
人
川
り
．
ｊ
の
八
割
は

酒
を
飲
し
と
い
わ
れ
ま
す

　
国
民
皆
免
許
時
代
と
い
わ
れ
る
Ｉ

な
で
、
酒
か
‐
常
広
く
親
し
ま
れ
る

　
　
巾
今
運
転
す
る
片
は
、
だ
れ
ち

か
、
飲
酒
運
転
や
酒
奴
帯
ぴ
運
転
の

危
険
性
か
一
砧
し
て
い
る
と
い
え
ま
す

　
酒
酔
い
迦
転
に
よ
る
死
亡
ふ
μ
故
は
、

ス
ピ
ー
ド
違
反
、
わ
き
腿
述
転
に
次

い
で
多
く
．
そ
の
叱
亡
率
た
る
や
、

｜

ｆ
均
の
三
・
二
階
と
い
う
鳥
率
で
す
。

　
年
末
年
始
は
、
特
に
飲
酒
の
機
会

か
多
く
な
り
ま
す
。
「
こ
の
程
度
な

。
り
人
丈
人
く
’
‐
－
こ
Ｉ
れ
が
一
番
危
な

い
の
で
す
。

飲
酒
は
運
転
技
能
を

　
低
下
さ
せ
る

　
飲
酒
し
て
迦
転
す
る
と
、
注
憲
力

や
厦
心
動
作
が
鈍
く
な
り
、
脱
力
が

帆
ド
し
毘
野
が
狭
く
な
り
ま
す
　
ま

た
、
ぷ
’
い
だ
勁
作
を
ｔ
気
で
す
る
よ

う
に
な
り
ま
才
　
つ
ま
り
、
ブ
レ
’
‐

キ
の
踏
み
遅
れ
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

過
ぎ
、
安
令
陥
認
の
お
こ
た
り
な
ど

悪
い
条
件
か
重
な
り
、
人
丿
故
に
つ

な
か
り
や
す
い
の
で
す
。

　
ち
ょ
い
と
一
杯
の
酒
が

　
　
　
一
生
の
悔
い
に
な
ら

　
　
　
　
な
い
よ
う
に

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、

一
飲
ん
だ
ら
収
る
な
、
束
る
な
ら
飲

む
な
し
會
に
条
に
、
ど
ん
な
泗
の
誘

い
に
も
几
け
な
い
信
念
を
も
っ
て
、

酒
と
巾
を
は
っ
き
り
３
り
離
す
必
嬰

が
あ
り
ま
す
、

　
ま
た
、
川
り
の
人
々
も
飲
酒
運
転

を
さ
せ
な
い
よ
う
、
県
を
迦
転
す
る

人
に
は
酒
を
十
す
め
な
い
、
酒
を
飲

ん
だ
人
に
は
巾
を
運
転
さ
せ
な
い
、

酒
を
飲
ん
だ
人
の
収
に
に
は
同
乗
し
な
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い
こ
と
を
．
確
実
に
実
八
す
る
こ
と

か
飲
酒
運
転
防
‘
‐
カ
キ
メ
Ｆ
と
い
え

ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

道
路
交
通
法
が
変
わ
り
ま
し
た

　
道
路
交
通
法
が
大
幅
に
改
正
さ
れ

十
二
川
一
日
か
ら
兇
行
さ
れ
ま
し
≒

　
Ｌ
な
改
正
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
．

ｍ
自
転
車
の
通
行
安
全

　
▼
横
断
帯
が
新
設

　
▼
自
転
巾
で
横
断
中
の
交
通
事
故

を
減
ら
す
た
め
、
新
し
く
自
転
車
刄

川
の
幅
一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
横
断
帯

が
新
設
さ
れ
ま
す
。
自
転
車
は
、
こ

の
横
断
帯
を
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
交
差
点
へ
の
進
入
が
一
部
禁
止

　
交
通
‥
祖
が
多
く
、
自
転
巾
の
横
断

が
危
険
な
交
差
点
に
は
、
新
た
に

　
「
自
転
車
進
入
禁
止
」
の
道
路
標
示

が
つ
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
交
差
点
で

は
、
自
転
車
を
い
っ
た
ん
ゆ
道
の
上

に
あ
げ
、
自
転
車
横
断
帯
を
利
川
し

て
渡
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
歩
行
者
用
信
号
に

　
　
従
っ
て
通
行
を

　
自
転
車
は
、
こ
れ
ま
で
車
の
信
号

機
に
従
っ
て
き
ま
し
た
が
、
「
歩
行

柵
・
自
転
中
山
Ｊ
用
」
と
い
う
標
示
が

あ
る
場
八
‥
、
嘔
行
嗇
川
信
号
の
指
示

に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
▼
歩
道
で
は
車
道
寄
り
を

　
　
　
徐
行
す
る

　
自
転
巾
（
大
き
さ
が
長
さ
Ｉ
　
・
九

メ
ー
ト
ル
以
下
、
幅
六
十
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
以
下
ご
二
幅
自
転
車
も
含
む
）

は
、
標
廠
の
あ
る
歩
道
で
は
巾
道
寄

り
を
除
行
し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

●・ブレーキの整備不良

　　は処罰されます

－●
^建

／○初

丿y｢- '-　J･　　　　●Ｓ公式ご二ぎし

　
自
転
巾
の
安
全
基
準
が
決
め
ら
れ
、

時
辿
ト
キ
ロ
の
速
度
で
、
三
メ
ー
ト

ル
以
内
で
げ
Ｉ
Ｈ
で
き
る
ブ
レ
ー
キ
が

堆
準
と
さ
れ
ま
し
た
。
ブ
レ
ー
キ
不

良
の
自
転
巾
に
乗
っ
て
い
る
と
、
三

万
円
以
下
の
罰
金
で
す
。
ま
た
、
夜

問
は
、
百
メ
ー
ト
ル
後
方
か
ら
確
認

で
き
る
尾
燈
か
反
射
器
材
を
つ
け
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

蚕
自
動
二
輪
、
原
動
機
付
き
自
転
車

－ヘルメットの着用が

　義務づけられました

　
自
動
二
輪
車
、
原
動
磯
付
き
自
転

巾
の
載
小
川
（
Ｓ
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い

る
）
ヘ
ル
メ
ご

ら
れ
ま
し
た
。
原
勁
機
付
き
自
転
車

に
乗
っ
て
買
い
物
に
出
か
け
る
お
ほ

さ
ん
た
ち
も
。
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
ｎ
ｙ
ま
し
よ
ヽ
つ
。

旬
そ
の
他

　
高
速
自
動
車
道
で
故
障
等
に
よ
り

停
車
す
る
と
き
は
、
停
車
中
の
表
示

　
（
一
辺
が
五
十
セ
ン
チ
以
上
の
三
角

形
。
後
方
二
町
メ
ー
ト
ル
か
ら
視
認

で
き
る
よ
う
に
立
て
。
夜
間
は
反
射

器
材
を
使
用
し
た
。
夜
間
用
”
）
を

出
す
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
や
オ
イ
ル
が
切

れ
て
、
本
線
車
道
に
停
車
す
る
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。
路
肩
に
止
ま
る
の
は

か
ま
い
ま
せ
ん
。

酒
酔
い
運
転
は
、

　
免
許
取
り
消
し

　
道
路
交
通
法
改
ぶ
に
よ
り
へ
酒
酔

い
迦
転
は
点
数
か
従
来
の
・
。
ト
ニ
点
」

か
ら
ト
几
点
一
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

一
回
の
違
厦
で
免
許
が
取
り
消
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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こ
の
一
年
間
に
『
動
く
巾
政
教
室
’
』

を
び
一
回
開
佻
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

大
変
好
評
を
い
た
だ
き
三
Ｆ
三
ａ
七

卜
瓦
名
の
巾
民
の
方
々
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　
岡
崎
に
住
ん
で
い
て
も
、
市
の
施

設
を
見
る
磯
会
は
限
ら
れ
て
お
り
、

意
外
と
知
ら
な
い
も
の
で
す
。
引
続

き
末
存
の
「
勣
く
巾
政
教
室
」
団
体

参
加
者
を
秘
奥
し
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
あ
な
た
も
お
好
き
な
コ
ー
ス

を
選
び
、
団
体
単
位
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス

一
さ
わ
や
か
コ
ー
ス

　
や
す
ら
ぎ
公
園
↓
少
年
自
然
の
家

↓
衰
谷
山
荘
（
4
1
　
食
）
↓
総
合
:
*
＆
祉

セ
ン
タ
ー
↓
消
防
本
部

二
す
こ
や
か
コ
ー
ス

　
消
防
本
部
↓
少
年
自
然
の
家
（
又

は
、
や
す
ら
ぎ
公
園
）
↓
衰
谷
山
荘

　
（
昼
食
）
↓
図
書
館
・
美
術
館
↓
衛

生
セ
ン
タ
ー

三
し
あ
わ
せ
コ
ー
ス

　
福
祉
会
館
「
縁
の
家
」
↓
衛
生
セ

ン
タ
ー
↓
図
沁
館
・
美
術
館
（
又
は

体
介
館
）
↓
矢
作
巾
民
セ
ン
タ
ー

（
4
4
　
食
）
↓
消
防
本
部
↓
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー･。-国
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実　施　期　日

54年

1 月

17 ■18・19・24

25・26・31日

2月
L ■2・7・8 ■9・14

15・16・21・22・23・28日

3 月
1・2・7・8 ■9 ■14・15

16 ■22・2:^ ■28・29・30 日

見
学
予
定
時
間

　
午
前
九
時
～
午
後
三
時

申
込
先
・
方
法

　
団
休
申
し
込
み
に
限
る
。
（
各
実

施
日
と
も
定
Ｕ
四
ト
欠
‥
）

　
町
・
隣
組
・
団
地
・
グ
ル
ー
プ
、

各
陣
団
休
等
で
参
加
人
□
を
お
収
り

ま
と
め
の
う
え
、
秘
書
課
広
聴
係

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　
集
合
地
ま
で
の
送
迎
を
し
ま
す
。

　
参
加
料
は
無
料
で
す
が
、
昼
食
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

-

対
話
と
信
頼
、
合
意
と
参
加
の

市
民
対
話
集
会

盛
況
の
う
ち
に
終
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秘
書
課
広
聴
係
豊
二
三
－
六
〇
一
二

　
市
民
参
加
の
市
政
を
推
進
す
る
た
　
　
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
の
出
席
者
は

め
．
巾
民
の
皆
さ
ん
と
市
艮
が
直
接
　
　
千
五
ａ
六
十
五
人
（
五
十
二
年
度
千
三

話
し
合
う
昭
和
'
　
'
―
I
ト
三
年
度
の
市
民

吋
話
唆
会
は
、
ト
ー
目
‥
六
日
か
ら
十

一
月
ニ
ト
二
日
ま
で
、
市
内
中
学
校

単
位
十
三
会
場
で
盛
況
の
う
ち
に
終

り
ま
し
た
。

　
"
f
c
l
J
_
i

j
l
＜
話
集
会
は
今
年
で
八
回
目

　

;;K^^m*:^
●．・

百
十
六
人
）
と
昨
年
を
大
き
く
Ｌ
回

る
市
民
の
参
加
を
得
て
、
百
五
十
一

人
の
か
た
か
ら
三
百
二
十
三
件
の
活

発
な
ご
意
見
・
ご
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
　
内
容
別
に
み
る
と
道
路
舗
装
・
側

溝
整
備
な
ど
の
土

木
閔
係
が
五
十
九

件
十
八
％
と
最
も

多
く
、
次
い
で
学

校
施
設
の
幣
備
・

社
会
教
育
な
ど
の

教
育
関
係
、
交
通

安
全
関
係
、
環
境
・

-
１
保
健
関
係
、
福
祉

Ｉ
　
　
関
係
の
順
に
な
っ

　
　
Ｉ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
市

民
の
皆
さ
ん
の
貴

電
な
ご
意
見
、
ご

提
案
を
可
能
な
限

り
市
政
に
反
映
さ

Ｉ
庄
蟻

畷
£
．

す
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奥さん、ゴミ収集は

12月31日から1 月

3 日まで休みで

すよ．　　　　　ｊ

一一
衛生センター清掃作業日程

心
　　(衛生センター酋22－5436＜代表＞)

月日 ごみ収集
持ち込みのごみの受付

し尿収嗚
可燃物 不燃物

12月
28 日1+1

平常通り収集

　木曜日(収愉地区)

ﾄ常jtiiり受U

午|l'Ĵ:■M)~-
　■T fい：㈲

ヽr-常通り.受付

午前8:30-
　午後4：㈹
ぴ吼

]2)|
2^＼.＼冊
靉Ｖ絆
(収 u地区)

i川
301-i田
竹留絆
(収米地区)

i≪12月31HI||)・１川日佃l)・2 il(');i・:i卜印は休みます

４日(恥
■!'-常通り収集
(献皆)

･I-:常通り受(■I
午前8:30～

　午後-1:00

■]'■常its*)受付
午前8:30一
　午後4:00
ぴ九

唾)ごみの収集と自己搬入について

　(1〉多Flのごみは次の場所まで自己搬入してください。

　　可燃物→八帖南町・衛生センター(酋22－5436)

　　　　　　　　　　　一般廃棄物100kgにつき320円

　　　　　　　　　　　産業廃棄物100kgにつき400円

　　不燃物→才栗町不燃物埋立場(豊46－2577)

　　　　　　　　　　　一般廃棄物100 kgにつき100円

　　　　　　　　　　　産業m棄物100kgにつき2( 0円

　し尿のくみ取りについて

　12月24日(日)は、し尿許可業者のみ収集を行います。

　本年12月31日から来年1 ;j 3日までくみ取りを休みま

すので、作業の都合により、１月上iりのくみ取り地域を

12月下句にくみ取ることがありますのでご承知ください、

市政だより お　か　ざ　き

本庁・各支所の

　窓口事務日程
心

月　日 午　　　　前 午　　　後

12月28日附
各課・各女所といﾄ

常通り行います．

窓口事務は平常通

り行います，

12月29日(旬 収納課および指定金融機関派出所（出納

’^’わχa　■A3　(.-jλ

vz月'-io出目

air'j I Id. 、･乙. 1-' I^り力

を行います， 休　み

※12月31出日)■ 1月１日㈲・２ロ㈹・３日出は休みま

　す。

1 月4日出
各課・各女叫とも平

常通り行いますっ

窓口事務は平術辿

り行います．

･蚕死亡届、出生届、埋火非の釦

　　（本庁）当直室(豊23 - 6495)で受け付けます、なお、

　斉場(■A葬場）は1 Jに･日のみ休みます｡
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市立岡崎病院の診察日程
-

　{n2i－8iii＜代表＞)

月　　日 午　　前 午　　後

12月28日田 診　　療 休　　診

※12月29日溺・12月30 t:l出・12月31日㈲･１月1 日OD-

　２口陶・3日附は休診します。

１月４日俐 平　常　ど　お　り
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日

大
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タ
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望
の
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植
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５
月

巾
民
運
動
推
巡
連
絡
協
議
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磐
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．
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介
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．
／
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節
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～
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岩
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今
年
の
冬
は
、
中
部
地
方
か
ら
西

の
地
域
で
寒
さ
が
厳
し
い
と
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。
早
め
に
水
道
管
の
凍

結
を
防
ぐ
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

乖
　
水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

　
古
毛
布
・
ナ
ワ
ー
フ
ェ
ル
ト
な
ど

で
水
道
竹
や
蛇
口
を
包
む
よ
う
に
巻

き
つ
け
て
保
温
し
、
さ
ら
に
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
で
保
温
材
を
ぬ
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。

向
　
凍
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は

　
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら

ゆ
っ
く
り
湯
を
か
け
て
温
め
ま
す
。

注
意
　
直
接
熱
潟
を
か
け
る
と
、

竹
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

X X
;9男

K X
厚叩

喫9:

X P
喫緊

沿;餓;o;ぬ;;o;沿;:{}::吃

・
　
水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

　
甲
止
水
枠
を
し
め
て
水
の
流
れ
を

止
め
て
か
ら
、
最
寄
り
の
巾
指
定
水

道
工
事
店
か
、
岡
崎
市
竹
工
事
業
協

同
組
合
（
豊
5
1
－
5
5
1
7
）
へ
修

糾
の
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

i

市
史
編
さ
ん
周
囲
㈹

農
作
業
の
し
お
り

　
も
と
束
阿
知
和
村
の
大
庄
屋
内
田

家
に
残
る
古
文
書
の
中
か
ら
、
農
作

物
の
叫
作
か
ら
施
肥
、
播
陣
、
収
り

入
れ
に
至
る
ま
で
の
報
告
書
「
川
畑

農
作
仕
川
吉
上
帳
」
か
見
つ
か
っ
た
。

　
そ
れ
に
は
、
文
化
十
三
二
八
一

六
）
年
、
Ｈ
名
Ｈ
の
庄
屋
代
伊
三
郎
、

片
田
村
の
庄
屋
作
左
衛
門
、
上
の
里

村
の
庄
峨
新
政
、
仁
木
村
の
庄
屋
伊

兵
術
の
桝
お
肌
印
が
あ
る
。

　
文
書
に
目
を
通
す
と
、
稲
と
麦
を
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中
心
に
、
綿
・
大
。
７
・
菜
・
忌
友
等

の
作
物
の
一
年
間
の
ａ
作
業
が
、
二

　
　
″
石
亀
－

十
川
節
気
を
‐
や
す
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
じ
十
二
候
の
一
つ
、
牛
'
―
*
／

｡
１
１
１-
＼･
＾
･
^
'

場
す
る
。
「
晩
稲
牛
夏
ま
で
に
植
え

付
け
申
し
候
」
の
一
文
の
牛
夏
は
、

漢
方
薬
で
有
々
ｎ
な
半
夏
生
（
ド
ク
ダ

ミ
糾
）
の
自
い
花
が
水
辺
に
咲
く
頃

を
さ
し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
一
年
の
農
作
業
を
表
に

ま
と
め
て
み
る
と
、
暦
と
農
作
業
が

深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
次
に
農
家
の
一
番
忙
し
か
っ
た
農

繁
期
に
つ
い
て
ｔ
‥
か
れ
た
部
分
を
紹

介
し
よ
う
。
（
　
）
の
中
は
、
現
在

の
月
日
を
小
し
て
い
る
。

一
女
幄
苅
り
入
れ
の
事

　
に
旺
‥
‥
‥
節
（
六
日
六
‐
頃
）
前
後
に

　
苅
り
収
り
抒
に
早
稲
柚
え
付
け
拝

　
に
生
綿
小
物
初
籾
作
養
は
斤
日
節

　
よ
り
中
迄
に
仕
り
埃
　
誠
に
一
夜

　
の
遅
速
を
諦
い
夏
七
根
付
け
の
事

　
養
耕
作
友
根
倒
し
農
前
の
仕
事
に

　
御
座
候

一
人
豆
蒔
き
付
け
五
川
中
（
六
月
二

　
ト
ニ
‐
頃
）
前
に
什
り
候

一
川
万
植
え
付
け
九
‐
-
≫
巾
に
当
る
日

　
よ
り
柚
え
け
け
遅
て
牛
ぼ
（
七
‥
月

　
二
目
頃
）
ま
で
に
吠
え
付
け
申
し

　
候
　
尤
も
植
え
付
け
後
を
農
後
と

　
巾
し
候
　
川
万
能
起
こ
し
井
に
吠

　
え
付
け
等
は
村
方
相
互
に
業
を
助

　
け
八
‐
い
仕
跨
次
第
に
村
役
人
へ
相

　
川
け
休
日
相
願
い
申
し
候
肢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
’
‐
’
か
　
　
　
こ
ｒ
．

一
畑
万
生
綿
二
番
耕
作
干
鰯
割
り
萱

　
夏
土
川
以
前
よ
り
土
川
迄
に
仕
込

　
み
枕
の
外
手
人
れ
耕
作
仕
り
候

　
友
苅
り
、
早
稲
の
植
え
付
け
、
綿
、

夏
野
菜
の
叫
作
に
追
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
様
子
を
「
誠
に
一
夜
の
遅
速

を
訃
い
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
農
前
、
農
後
の
語
も
、
晩

稲
の
柚
え
付
け
を
基
に
言
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
ど
ん
な
に
重
要

な
ａ
収
で
あ
っ
た
か
が
察
せ
ら
れ
る
。

　
し
か
も
、
そ
の
間
に
人
。
７
も
蒔
き

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
忖
人
相
仔

が
助
け
介
っ
て
無
■
.
Ｘ
農
作
業
を
終
え

た
安
堵
が
、
晴
れ
て
休
息
が
収
れ
る

安
堵
と
重
な
っ
て
に
わ
っ
て
く
る
。

　
こ
こ
に
出
て
く
る
早
稲
、
中
稲
、

晩
稲
の
三
睡
の
稲
作
は
、
大
災
や
病

害
等
の
肢
害
を
蛾
小
に
す
る
た
め
の

農
業
施
策
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
三
河
木
綿
で
名
高
い
綿
に

つ
い
て
は
。
五
月
二
十
二
Ｈ
頃
根
付

け
、
六
月
六
日
頃
初
叫
施
肥
。
そ
れ

か
ら
、
八
月
七
日
頃
に
二
番
耕
作
を

し
て
～
鰯
、
割
り
費
を
施
肥
す
る
。

こ
こ
で
初
め
て
金
肥
で
あ
る
ド
鰯
が

登
場
す
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
こ

れ
以
Ｌ
綿
に
つ
い
て
の
記
幟
が
み
ら

れ
な
い
の
は
、
商
品
作
物
で
あ
っ
た

か
ら
だ
ろ
う
か
。

　
　
近
世
編
調
査
妾
‥
‥
ハ
　
北
川
災
雄

　
町
享
豪

・
ぷ
尽
将
恬
銀
ｔ
’
‐

　
ゆ
μ
‘
ふ
一
氏
か
ｌ
’
‘
去
閃

　
い
４
ｆ
ｖ
Ｌ
、
Ｊ
今
必
Ｉ
陳
４
ａ
ｔ
Ｆ
｀

　
そ
孟
μ
孝
々
．
ｙ
Ｍ

　
脚
ｌ
県
・
ｔ
Ｚ
ｌ
ｌ

　
ｆ
λ
ｙ
ん
玖
り
｛
ｙ
駐
利

　
吽
丿
町
跨
滴
三
亙
我

　
ｆ
ａ
‥
ｔ
？
債
・
心
．
仕
μ
・
し
Ｉ
ペ

　
μ
い
似
劉
父
リ
４
焙

　
時
喰
Ｉ
．
ｆ
ふ
供
ふ
今

　
４
ニ
片
ｌ
炊
、
．
ぱ
か

‘
ｉ
ｌ
ｔ
や
ｙ
Ｌ
へ

　
１
で
４
ｉ
で
～
ｌ
収

「田畑農作仕用書上帳」の書き出し部分
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１月の巡回日程表 車

- - ・

-

市政だより　　お　か　ざ　き

ﾐＳＳ４，

国
一

問
題
対
策
協
徽
会

　
　
　
　
　
　
（
1
1
月
９
１
一
日
）

遍
Ｉ
卜

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
1
0
周
年

記
念
大
会
　
　
　
　
（
1
1
月
2
5
日
）

吝痩匹

商
工
業
優
良
従
業
員
・
新
聞
牛
乳

　
配
達
少
年
少
女
表
彰
式

動

（
1
1
月
2
3
日
）

岡
崎
の
ハ

Ｉ
モ
ニ
ー

: li/立図書館豊51 － 2251
I

駐　車　場　　１月巡回日 駐車時間(1時間) 駐　車　場 ｜月巡回日　駐車時閻(t時間)

矢作農協牧内支所

六ッ美北部小学校　９日・2川内

六ッ笑中部小学咬

'r-i)i)io峙30分より
　　_‥_＿.＿_.＿

午後目おi分より

－－-一一…‥一一
午後３峙より

恵

V;
一
細|

|外

I|小学校

1’小■7- 校
　－--　－
11小学佼
　　‥一一一一
､l小学校

　　　　　　　T･前９叶30分より

　　　　　　　T･前11時より
1611 ・3(1日吠ト･-　　　　　　　'I-後１時30分より

　　　　　　　Ｔ後3l時より人川小学校

大樹寺小■7- 咬

常磐小学咬　1011 ・24出恥

午的９時30分より

T･前H)i|.'r-4r>分より矢什販小乍校」　　　　　り削0時;io分より

矢什I'り小学校　】7【|■ ;n日困　’|准1叶:io分より

矢作北小学校．　　　　　　午後３時より

ｙ後１叫より

Ｔ後２時30分より安戸神"J] ,･'■

男川小学校

６日巾・18 ＼.i困

T-ijijii)叶3()分より生平小学校

秦梨小学校

　　　　　　午前10時30分より

11日・25日印　午後１時より

　　　　　　午後２時30分より

六ッ芙南部小学校 |磯1時30分より

'|准.i時より陥岡小学校 常磐南小学枚

岡崎市本絹連絡所 　　　　　　　ﾄI'-iiuU)時30分より

5 II・19 H図　|こ後1時より

　　　　　　　」午後2時30分より

災介東部農隙/　　　　　　乍前10時30分より

山中小学校 絲IT-小学校 12日・26日出　乍後１時30分より

　　　　　　ドT-後３時より藤川小学校 屯谷小学校
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ｌ
ｇ
ｌ
ｇ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
齢
ｇ
ｌ
ｇ
ｇ
ｌ
ｇ
｝

　
　
か
　
　
　
　
　
ｔ
　

゛
一

一
　
ら
　
　
　
　
　
爪
’
一
¨

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
｛

｀
　
　
知
　
　
　
　
　
‰
　
７
好
一
゜
″

一
　
お
　
　
　
　
ｌ
聡
沢
陽
二

ｒ

ｓ
ｇ
ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ａ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ

ｈ
ｌ
ｍ
平
粉
ｙ
臨
刃
に

母
子
家
庭
等
医
療
費
無

料
化
制
度
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
１

社
会
課

豊
2
3
－
6
1
4
８

　
こ
の
制
度
は
、
1
9
歳
ま
で
の
児
疸

　
｛
1
9
歳
に
達
す
る
日
が
４
Ｕ
１
‐
以

後
で
あ
る
者
を
除
く
｝
を
現
に
扶
養

し
て
い
る
け
．
Ｌ
家
庭
の
け
と
そ
の
児

童
（
こ
の
場
人
‥
、
ほ
の
前
年
度
所
得

に
対
し
て
所
得
税
が
課
せ
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
が
必
要
で
す
）
及
び
父
け

の
な
い
児
童
に
対
し
て
、
そ
の
医
療

費
を
助
成
す
る
も
の
で
、
Ｈ
‥
り
１
日

よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
政
だ
よ
り

1
0
月
1
5
H
号
に
掲
械
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
参
照
の
う
え
、
申
請
１
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
に
必
要
な
も
の
　
▼
配
隅
者

の
な
い
女
。
Ｌ
又
は
父
母
の
な
い
児
童

で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
川
▼
健
康

保
険
証
▼
印
鑑

工
業
統
計
調
査
に

　
　
　
　
ご
協
力
を

企
画
課
統
計
係
　
豊
2
3
－
6
0
３
2

　
'
Ａ
年
も
１
９
一
川
3
1
‐
現
在
で
、
全
国

い
っ
せ
い
に
「
昭
和
5
3
年
工
支
統
計

洲
介
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
馴
在
は
、
す
べ
て
の
製
造
収

裳
所
を
対
象
に
、
工
場
数
、
従
恣
者

数
、
製
造
岫
出
荷
額
な
ど
を
調
査
し

製
造
盾
の
す
が
た
や
製
遺
業
活
勁
の

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
調
在
に
あ
た
っ
て
は
、
県
知
嘔
か

ら
任
べ
り
さ
れ
た
岡
崎
市
常
任
統
計
調

在
‥
貝
が
、
調
査
票
の
記
入
依
頼
に
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、
年
末
年
始
で
ご

多
忙
の
と
、
一
ろ
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
十
。

　
な
お
、
提
出
い
た
だ
い
た
調
在
票

は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使
川
さ
れ

　
　
1
2
月
の
納
税

乖
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第

一
３
期
）

　
　
納
期
限
↓
1
2
月
2
7
日
（
水
）

　
　
　
　
　
収
納
課
　
豊
2
3
1
6
1
1
5

　
旬
岡
崎
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益

　
　
　
者
負
担
金
（
初
年
度
納
付
者
に
つ
い

　
て
は
第
２
期
分
、
２
・
３
年
度
納
付

　
　
　
者
に
つ
い
て
は
第
３
期
分
）

　
　
納
期
限
↓
1
2
月
2
8
日
（
木
）

　
　
下
水
道
課
　
豊
2
3
－
6
3
0
3

　
お
忘
れ
な
く
．
納
間
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
狐
い
い

た
し
ま
す
．

　
た
だ
し
、
納
脱
組
介
を
通
じ
て
納

付
さ
れ
る
か
た
は
．
･
＜
：
納
税
糾
八
‐
で

決
め
ら
れ
た
収
納
収
扱
い
‐
に
納
付

一
し
て
く
だ
さ
い
。

和
い
い
た
し
ま
す
。

　
鯛
査
期
間
　
１
月
１
日
～
2
0
日

　
調
査
内
容
　
住
所
・
通
称
町
名
・

組
訊
‥
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
続
柄
・

職
業
・
し
尿
収
集
の
有
無
な
ど
の
確

認
等
で
す
。

第
3
0
回
岡
崎
市
民

　
　
　
駅
伝
競
走
大
会

－
体
育
課

豊
5
3
－
Ｉ
Ｑ
）
１
１

ｆ　
日
時
　
昭
和
5
　
1
年
１
川
‥
‥
一
一
目
（
‐
）

Ｔ
前
９
時
3
0
分
開
会
式

　
場
所
　
曖
知
県
岡
崎
総
八
‐
運
動
場

　
走
路
　
愛
知
県
閻
崎
総
八
‐
迦
動
場

　
（
真
伝
町
）
↓
稲
熊
町
↓
箱
柳
町
↓

川
‐
町
↓
板
田
町
↓
岩
中
町
↓
大
井

野
町
↓
滝
町
↓
愛
知
県
岡
崎
総
八
‥
運

動
場

　
種
別
　
①
中
学
校
の
部
：
こ
チ
ー

ム
７
欠
‥
、
補
欠
２
名
　
②
高
校
の
部

・
：
Ｉ
チ
ー
ム
４
名
、
補
欠
２
名
　
③

一
般
の
部
…
Ｉ
チ
ー
ム
４
名
、
袖
欠

２
名

　
申
込
　
１
月
６
Ｈ
（
土
）
ま
で
に

六
名
町
字
馬
畷
2
5
　
岡
崎
巾
体
育
館

内
休
育
課
へ
必
着
の
こ
と
。

｜

｜

１
月
前
期
の

　
　
粗
大
ゴ
ミ
収
集

衛
生
セ
ン
タ
ー
豊
2
2
1
5
4
３
６

　
各
町
内
で
決
め
ら
れ
た
机
大
ゴ
ミ

持
ち
寄
り
場
所
へ
、
収
集
日
の
午
前

８
時
3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ

さ
い
。
資
源
再
利
用
と
な
る
古
新
聞
、

雑
誌
及
び
衣
服
順
も
、
ヒ
モ
で
し
っ

か
り
縛
っ
て
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

13　12
H　川

剛（郭

11
目

俐

収

集
日

ビＵ

2 :i上
区区六
　｀・私

ilJi1 1
人区区
a- ｀・

葵南2
　明区
　大・　ｙ

収

集

実

施

町

名

電
気
メ
ー
タ
ー
は

　
　
　
　
検
定
を
受
け
て

正
し
い
も
の
を

　
　
　
使
っ
て
く
だ
さ
い

商
工
観
光
課
　
酋
2
3
－
６
２
1
2

　
’
ト
メ
ー
タ
ー
（
ア
パ
ー
ト
、
ａ
ビ

ル
、
市
場
等
の
内
部
で
、
料
金
の
配

分
に
使
用
す
る
も
の
）
は
、
電
力
会

社
で
は
管
理
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
メ
ー
タ
ー
の
検
定
有
効
期
限
は
、

７
年
ま
た
は
５
年
で
す
が
、
期
限
切

れ
の
も
の
は
、
管
理
者
自
ら
、
日
本

電
気
計
器
検
定
所
名
古
屋
試
験
所

〒
4
6
1
名
古
屋
市
束
区
束
大
仲
根
町
束

１
の
1
1
0
2
　
豊
0
5
2
－
7
2
1
－
2
5

8
1
で
検
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

－
６
1
３
4

る
こ
と
は
な
く
、
秘
密
は
厳
重
に
守

ら
れ
ま
す
。

世
帯
調
査
に

　
　
　
　
ご
協
力
を

－
‐市
民
課
調
査
係

　
定
期
に
世
帯
の
実
態
を
は
推
し
、

市
民
に
関
す
る
収
務
処
理
の
基
礎
と

す
る
た
め
、
年
２
回
の
世
帯
調
在
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
昭
和
5
4
年
１
月
１
日
現

在
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
調
査
Ｕ
（

巾
職
‥
Ｕ
．
）
が
み
な
さ
ん
の
家
唯
へ
調

在
に
伺
い
ま
す
か
ら
、
ご
協
力
を
お
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家
庭
教
育
相
談

社
会
教
育
課
　
公
2
3
－
6
４
3
３

　
お
も
な
相
談
指
導
内
容

▼
雌
本
的
生
活
習
慣
の
し
つ
け
に
関

す
る
こ
と
（
食
収
。
唾
眠
、
く
せ
辱
）

▼
吐
会
性
の
発
達
、
竹
格
の
形
成
に

関
す
る
こ
と
（
遊
び
、
友
達
、
厦
抗
等
）

▼
情
操
、
知
能
の
発
達
に
関
す
る
こ

と
（
こ
と
ば
、
学
が
、
テ
レ
ビ
等
）

　
会
場
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館

　
開
設
日
　
１
‐
り
Ｈ
Ｈ
・
1
8
H
・
2
5

‐
（
吋
週
木
雌
日
）

　
相
談
員
　
市
仕
会
教
育
指
４
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
正
人

　
申
込
方
法
　
仕
会
教
介
課
杜
教
桁

導
係
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、

当
‐
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

難
病
者
見
舞
金
に
つ
い
て

　
福
祉
対
策
の
一
環
と
し
て
、
難
病

に
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
か
た
が
た
を

激
励
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
負
担
を

少
し
で
も
軽
減
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

見
絲
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
次

に
よ
り
見
批
金
の
申
請
の
受
付
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
ま
だ
申
請

さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
、
杜
会
課
窓

口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
Ｈ
月
2
0
日
よ
り
、
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
該
当
の
か
た
　
厚
服
ぷ

特
定
疾
忠
医
療
給
付
の
討
象
と
し
て

指
定
し
た
疾
病
忠
者
の
か
た
。

　
晟
モ
ン
、
ベ
ー
チ
エ
″
卜
病
、
巫

症
筋
無
力
症
、
全
身
件
エ
リ
テ
マ
ト

ー
デ
ス
、
多
発
性
硬
化
症
。
吋
生
不

良
性
貧
血
、
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
、

劇
症
肝
炎
、
血
清
肝
炎
、
肝
硬
変
、

強
皮
症
、
皮
肉
筋
炎
、
結
節
性
動
脈

周
囲
炎
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
、

多
発
性
筋
炎
、
特
発
性
血
小
板
減
少

性
紫
斑
病
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
大
動

脈
炎
症
候
群
、
ピ
ュ
ル
が
Ｉ
病
、
天

咆
愉
、
介
髄
小
脳
変
性
症
、
ク
ロ
ー

ン
病
、
悪
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病

　
申
請
者
　
本
人
丈
は
そ
の
保
護
者

　
手
続
き
　
見
雄
介
支
綸
申
請
沁
（

三
力
吊
を
経
過
す
る
ご
と
に
提
出
）

に
、
公
的
賤
関
の
ぷ
明
書
（
特
定
疾

忠
医
療
綸
付
■
^
i
.
匙
受
綸
者
票
）
丈
は

医
師
の
診
断
書
を
添
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
見
舞
金
は
、
申
請
者

の
削
金
目
座
へ
振
り
込
み
ま
す
の
で
、

口
座
番
号
が
必
要
で
す
。
な
お
申
請

の
際
に
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
　
見
舞
金
の
額
　
弟
額
１
万
円

観
光
道
路
の

　
営
業
時
間
に
つ
い
て

　
年
末
年
始
に
お
け
る
眼
光
道
路
の

営
匙
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
時
間
を

延
艮
し
、
次
の
と
お
り
営
盾
す
る
こ

と
と
し
ま
す
の
で
、
ご
利
川
く
だ
さ

る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
三
ヶ
根
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
（
雲
0

5
6
3
6
り
1
-
3
0
0
1
）
1
2
月
3
1

日
2
3
時
‘
１
月
１
日
1
8
時

　
三
河
湾
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
ー
雲
0
5

3
3
－
６
９
－
4
4
4
3
）
　
１
月

１
日
４
時
Ｉ
Ｉ
月
１
日
遠
望
峰
2
1
時
、

五
井
イ
ン
タ
ー
2
0
時

　
本
宮
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
（
豊
0
5

3
6
3
7
－
2
1
0
8
）
　
1
2
月
3
1

日
2
3
時
‘
１
月
１
日
1
7
時

　
鳳
来
寺
山
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
（
ａ
ｏ

｛
ａ
ｇ
Ｊ
６
Ｑ
り
｜
？
一
－
１
９
一
４
１
｝

U
3
1
口
2
3
時
Ｉ
１
月
１
日
1
7
時

愛
知
勤
労
身
体
障
害

者
体
育
館
の
利
用
を

12

県
労
働
部
労
働
福
祉
課

　
　
　
　
萱
睨
－
9
6
1
－
2
1
1
1

　
勤
労
身
休
障
害
嗇
が
、
余
暇
を
利

用
し
、
心
身
の
健
全
な
発
達
と
勤
労

意
欲
の
高
揚
に
資
す
る
こ
と
を
‐
的

と
し
て
、
愛
知
県
と
国
（
　
　
　
雇
川
促
巡

事
業
団
こ

を
か
け
て
建
設
を
進
め
て
い
た
愛
知

勤
労
身
体
障
害
者
体
育
館
が
1
0
月
末

に
完
成
し
ま
し
た
。

　
利
川
受
付
及
び
施
設
内
容
等
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
◆
受
付
先
　
愛
知
勤
労
身
休
障
害

者
休
育
館
（
中
島
郡
阻
父
江
町
人
字

机
父
江
字
Ｉ
西
4
3
　
豊
0
5
8
7
9

－
７
－
6
6
3
0
）

　
◆
受
付
利
用
時
問
　
●
火
１
土
曜

‐
…
ｙ
後
零
時
3
0
分
Ｉ
９
時
3
0
分

●
‐
咄
‐
・
祝
祭
日
・
：
ｙ
前
８
時
3
0

分
～
ｙ
後
５
時
3
0
分

　
◆
休
館
日
　
●
日
‥
曜
日
（
‐
‥
曜
日

が
睨
祭
日
の
場
八
日
は
、
そ
の
翌
日
）

●
り
Ｉ
‐
り
2
9
日
Ｉ
１
‐
り
３
日

　
◆
利
用
方
法
　
●
勤
労
身
体
障
害

者
の
か
た
は
、
利
用
す
る
日
の
３
ヵ

月
前
（
そ
の
他
の
か
た
は
２
ヵ
月
前
）

か
ら
申
込
み
を
受
付
し
ま
す
。
●
利

用
を
希
望
さ
れ
る
か
た
ぼ
、
所
定
の

申
請
書
（
当
休
育
館
備
え
付
け
）
に

よ
り
、
直
接
当
体
育
館
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　
◆
施
設
の
内
容
　
休
育
室
（
バ
ス

ヶ
ツ
ト
ー
バ
レ
ー
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

卓
球
）
、
休
養
室
、
多
目
的
室
、

史
衣
室
。
談
話
賞
、
シ
ャ
ワ
ー
賞
等

　
◆
利
用
料
金
　
●
勤
労
身
体
障
害

者
　
無
料
　
●
そ
の
他
の
か
た
　
次

表
の
と
お
り

全部利用

単　ぽ 便　!＼」料　の　釦

２時間につき 1,000円

４時川につき Z . 0 0 0円

８時Ill]にっき 3, (10 0 i-n

一部利用

-

卵ヽヽ迎
ｚ４レー.-];－Jレ

一|卜jにつき

・ヽトΞ一トン

ー面にっき mi -す

２叫川につき 500円 33OF3 m円

４時川につき l,ooo円 660円 320円

８時|川につき 15.000円 990円 480円

IIiiiiiii川川

消
火
器
の
セ
ー
ル
ス

　
　
　
　
　
に
ご
用
心

消
防
署
予
防
課
　
容
2
1
－
5
1
5
1

　
姑
近
新
興
住
宅
地
域
等
に
消
火
器

の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
お
と
ず
れ
。
「
消

防
署
の
依
頼
で
き
ま
し
た
」
と
か
、

　
「
消
防
社
か
ら
消
火
器
の
点
検
、
倹

査
に
き
ま
し
た
」
等
の
説
明
を
し
て
、

住
所
氏
名
を
記
入
し
た
り
捺
印
を
求

め
た
り
、
「
お
宅
は
何
本
設
置
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
」
な
ど
、
こ
と
ば

巧
み
に
販
売
し
て
お
り
ま
す
が
、
消

防
粁
と
は
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一
　
　
一
般
家
庭
（
専
用
住
宅
）
に
つ

　
い
て
は
、
自
分
の
家
を
守
る
た
め
、

　
自
主
的
に
消
火
器
を
設
置
さ
れ
る

　
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
　
消
防
法
に
よ
り
消
火
-
'
ｔ
を
義
防

　
的
に
設
置
す
る
規
定
は
あ
り
ま
せ

　
ん
。

二
　
購
入
以
来
後
５
年
以
上
経
過
し

　
た
古
い
消
火
器
に
つ
い
て
は
、
信

　
用
の
お
け
る
業
者
に
依
頼
し
、
点

　
検
を
し
た
方
が
安
全
で
す
。

　
　
一
般
家
庭
に
は
、
消
火
器
の
点

　
検
、
報
告
の
義
務
は
な
く
、
消
防

　
粁
が
業
者
に
点
検
を
依
頼
し
た
り
、

　
ま
た
、
消
火
器
の
検
在
も
い
た
し

　
ま
せ
ん
。

三
　
消
火
器
の
購
入
に
つ
い
て
は
、

　
よ
く
業
者
を
確
か
め
、
不
審
な
点

　
が
あ
り
ま
し
た
ら
一
皮
消
防
署
に

　
問
い
八
‐
わ
せ
た
方
が
安
全
で
す
。



｜

月の
巡回健康相談

相談内容　市保健婦にぶる保他指導、血圧測定、検尿、

　　　　　乳幼児相談、その他

日　程　表　　　（保健課健lit 管理係　023－6084)

日 時　　　川 心　　　叫

1 i＼5 日剛
午加9時30分～11時30分 駒'f.町公尺飢

午後i時30分- 3時30分 止川町公尺館

1 川9日剛
午

午

ij9昨30分～11時30分

Ｕ時30分～3時;}i)分

屯　谷　連　格　所

rti営匯七喚谷荘姚会川

I 月22H()I)
午前9時30分ヽ11時31)分 (ji 殿m t べ-ISの家

午後１吽30分- :jV徊O分 咀殿町i"i -ft 力･

1 川za日吻
午前９時3O分～ll時3O'/>

･/;■;it rtf尺センター

午後１時30分～:i時30分

　
　
　
‘
ヌ
哨
耳
　
な
ｉ
ｊ
１
．
ａ
Ｉ
か
び
Ｊ
４
ｙ
　
　
　
ｌ

」
　
　
（
で
き
る
だ
け
お
二
人
で
）
　
　
　
　
　

」

」
　
　
内
容
　
結
婚
に
必
要
な
知
識
（
希
　
一

一
　
望
に
よ
り
血
液
検
在
）
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
受
講
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　

申
込
み
　
電
話
で
保
健
婦
係
ヘ
　
　

一

一
　
　
次
回
は
、
３
月
2
5
日
開
催
予
定
。
　
一

Ｆ
－
‐
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
‐
－
一
』

-－－ 一一一－－－－－－－¶
　　　　　　　　　　ｌ
　　　　　　　　　　ｌ　
　
岡
崎
保
健
所
公
９
一
－
2
5
0
1

　
日
時
　
１
９
一
月
2
4
口
（
ロ
）
午
後
零

時
3
0
分
～
４
時

　
場
所
　
岡
崎
保
健
所

　
対
象
　
婚
約
嗇
・
新
婚
の
か
た

■■ii

婚

４４．

削
学
級
を

　
開
き
ま
す

-－－－・ 一一一－
一一一－－

｜

｜

－－
－
－
－
‐
‐
－
－
－
－
－
－
Ｊ

=年末年始の保健所業務㎜

(|K1崎f!|i健所　022－2501)

今　　　　項 受付itk終Ｈ 受付開始日

健

虞

相

談

一般健康til 談 12月25日('!) 1 J] 8目凹

成人病相談 12月25日(M) 1)』8 目[)i)

妊産婦相談 I2M21ﾄ|(刈 1 I] 18日巾

精神術生相談 12)122 U{勿 1 n 5口吻

試

験

検

在

鵬内細菌検査 12月21日困 1 M8［川)

細菌学的一般検死 12M21日附 1 J] 8日(M)

結咳菌検在 12月21日附 1 J] 8 H(li)

寄生虫検査 12月26日出 1 1]8 日(li)

梅　心　検　介 12月21日(昶 1 /] 5 日剛

血色素址洲定 12月21日附 1 n 5日附

血液り検査 12月22 H 令 1 )1 5日哨

臨味学的検在 12 J]26日出 1 )I8 日Ui)

飲料水検介 12月18日Oi) 1 川8日商

排汚水検査 12月18日㈲ 1 月8日叩

食品化学検査一般 12)]18日川 1 川8 日Ui)

その他 不川大引取 12)125日01) 1 月8日()])

12 －

１　月　の

保健だより

骸当者

一一夏＼麺〕

①　昭和51年7 月I日から昭和51年12月31日までに出生

　した幼児

②　昭和51年６ H30H以前に出唯した幼児で第i期(3

　回)を完了していない幼児

「皐m麟i

　　昭和50年６川30 [|以前に出生した幼児で､第1期( 3

　回）を昭和52年12 月31Id以前に完了している幼児

「iぼ爾1

　　昭11154年3月に小学咬を卒業予定児童

料　金　無科

日　程　表　　　　　　(保健課保健係　023－6180）

H ii 吽　　　川 場　　　所

1 fi5 urn 午後＼吽30分- 3時3( 分 本　宿　連　絡　所

1 t|8 li(!|)
-i-前io時　～】i吽:}0分

午後1 i＼抑m分- 3時3( 分
fiir･包人保健センター

丿1 9 日吻 r後1時30分～3時;io分 ﾄ-.和ffl県営叱宅扱会所

I )!l0l)印
-i-iiifio時　～11時30分 片津巾･尺センター

'[■後l時30分～3時;io分 細　川　小　学　咬

1 fj】i[!味
午(illID時　-11時:jり分

午後i吽30分～3時M分

刈　合　連　絡　叫

>)l　川　小　学　校

1 l|l2H哨 午後l時iO分- :i時:≪)分り、｜乍センター

1 IlKi口吻
乍

ｙ

麦l時31)分― 2時:皿)分

麦3 時　- J 時

山　中　小　学　政

権　Ill　小　学　政

リ]17日團
午i'iuio時　~l＼時30分

乍･後l時31)分- 3時31)分
'f<作山尺センタ一

1 f!l≪H湘
午加io時　－ll時31)分

恥後I ll.＼3≪分～3昨30分
|刺　陥　公　会　堂

丿iUliH吻
午前io時　-11時;50分

午後１時30分- 3時30分
叉　合　公　尺　館

丿μ2＼叩 午後＼時3O';>～3 ll柚Q'y> 福　岡　会　館

口J23I-I両
T一tlijlO時　～llil.!f30分

午後１時30分～:i時3O'/>
八ツ叉<＼･民センター

1 !12.1川羽 乍後1心30分- 3 徊o分 Ｘ作til 民センター

1 1125 it囚 午後口l>＼30分～3時30分 城　北　公　会　堂

丿UiiH(fpi
-r-|iyio時　-11叶3O',>

午峻l吽30分～3 時30分
町川町民会館

! li29日(M)
午和(叫　～11時.10分 濃　磐　小　学　校

午後l時30分～'i心30分 六　奢，小　学　校

1 HSO日肉 午後1昨30分-3時30分 勁　労　会　館

1 川rsint心
午加lO時　～u時30分

午後1時30分- 3時30分
けr･包人に健センター

なお､当nは、必ず検温し、障子手帳をご持参くださ^



-

13 昭和53年12 M 15 H

444旦邑づし塗ﾆj
場　所　けr･包人保鯉センター

　　　　ぐ伊汽新町　哨く婦人会館隣り）

日　程　表　　　　　口呆mm康竹理係 酋23－6084)

種類 日　　時 内　　　容

&人・成人

健康til ,|.Ji

　　24 日HO

午liiJlO時～11時30分

午後１時- 2時30分

血・測定検尿

保健桁導

医師の倹診(午後のみ｝

家族,;i･画 　　９　日出
午|狗IO時-11時:io分

家杖丿画全般

ａ必,ぶ　　9　II午後i時～2
心
徊w分

医帥の検診＼ti【圧測定倹尿
血色乱険在似健指呻

●;おけさんと赤ちゃんの健康のためにぜひお受けくださ

　^ ^:

巻･ll剛iの教室は妊婦と気づいたらできるだけV･くお受

　けください．

持参するもの　け仙康f-帳(■なくてい!) . ^^λ川卜

受　講　料　無料　時間　午後l時

日　程　表

回 卜 鳩叫 吋象 内　　　容

ｌ

回
n
181U心

　　圖
　　崎

一保

';Kn健
生．所

辿^

[Hi
三２
，r.

二〇
･こ１
-

妊娠7 ヵH

までのかた

奸娠中の跨常・栄養・歯の愉

'k -妊娠中川のH併'＼:.ifi・心

と休の皿備と小ちゃんの衣哨

の選びな・映画

２

川

目

IIⅢね

25卜巾

町娠B リi

以降のかた

妊:娠後川の日常牛ifi ■人院の

時mと心構え・4､ちゃんの皿

察と取扱いおよび人乱・けr･

保健糾fii

象
意
所
程

対
注
場
日

の
３歳児健康診査

昭和5o年12)1'I-まれのr･供

は子鯉康F帳持参、以険在を火施します、

岡崎保健所(曝'k通西3の30 S22－25()l)

表　　　　（保健課鯉康竹理係　豊2:i－6084)

日 受付時川 学　　区　　別

９日

肉

午前O時～

　　　10時30分
矢作（束・内・巾・北）

午後１峙～

　　　２叫3O分

羽眼､岡崎､愛宕､升津､略磐．

常磐|付･収､糾川. 処峨、心Ⅲ

16日

f･幻

午後l吽～

　　　2 時=30分

大尉か、六^、福岡、人門、

連尺

23日

　肉

午曲9時～

　　　10時30分

三島､六ッ剣北・巾・南部）

城南、屯美IT:

午後i時～

　　　２時30分

眼石、広幡、山中, 男川、本

病、'Kf、奏裂

30 口

吻

午後＼峙～

　　　２時30分

坏UI、笑合、屯谷、藤川、縁

IT-、梅園

１月の

一

市政だより　　お　か　ざ　き

乳幼児健康相談

　保健婦の育児相談を受けるかた

Ｏ受付時間　自田o時～11時30 分

Ｏ内　　容　休･R・身長測定、fI- 児・栄養相談

２　医師の診察を行う対象者

　o 3～4ヵ月の乳児および４ヵ月以後で初めて受診さ

　　れるかた

３

日

Ｏ受付時間

Ｏ内　　容

母子手帳、

程　表

午後l時～２時

医帥の診察、休眠・身艮洲定、介児・栄

毀相談

うすいバスタオルを必ずご持参ください。

　　　・ぽ健課健康竹理係　酋23 －()084 )

Ｈ 場　　叫 区　　　　　域

16L!t-W
岡崎赤十'{■-feンター

　　(叫大￥本町)
三鳥・峨巾・六名・川石乍区

29卜fli)

母f･包人伏健センター

(。図建‰,))
川m ・愛宕・梅rn・人剛､¥=・人

門幸区，常磐地区

5 H{勿
岡崎保健叫

連尺・男川学区

i9口剛 広幡学区. 河合地区

u日附 矢(1=i＼i民センター 矢作地区

23｢J肉 笑合公心館 叉介・危谷・紐iT: ・ 曝川乍区

9 t＼陶 本宿町M Ill 向院 本祐・山中学区

wnね も沁巾民センター 岩冲・心川・細川・奥殿学区

lG【|･り 人ツ% >＼i尺センター 六ッ笑地区

8 日dl) 岡崎巾卜叩会館 屯笑lr.学区

卜 柚　岡　公　館 柚岡串＼K i偶数月のみI

※itは|;公会唯は祭日になりますので／糾丿受けてくださ

い、

※皆様の各地区に婦人民･l-児収委iのかたがおられます

　妊娠中､分娩､■fi児等でおwりのかたは気軽にごｷ||駿く

　ださい

１月の

ｰ

Ｏ受付時間

Ｏ内　　容

１歳6ヵ月児健康診査

午後l時~ 2時

医師・曲-}医師の診察、身体測定、育児・

栄養相談

Ｏ持参するもの　lu f･継康于帳

日　程　表　　　　（保鯉課健＼i竹川係 公23 - 6084)

i{ 場　　所 吋象叱 区　　　駿

llill心 副;芒修昭^iir)2年7 fj'|･1
＼lU･・晦園・硬宕■ fl･･Ill
学区、常磐地区

10IK'S)

岡崎保健叫 |fUi】^2年7 M'K

岡崎・羽唄・n.＼岡一広幡
友裂・上･1'-平区

17 n困 ■､r,・男川・flij・球i'v.
4川・山中学区

24H1心
･危'(!■･ 本宿・屯処ir.・辿
尺・処仔■ 城|匂学区

＼2川旬 八ッXS,l/心
セン9 －

川付l52年ti川'1-

　　　ｉ昭和r>2年7 fj 'I.
ベッ波地区

25H(心 Ti ;t≫ill民
センター

昭和52年fi II'I-

　　　Ｓ川町io2年7 n･i:

竹津・心川･ 細|i|・叫嶮
学区

※｢川11｣として、1 、＼回限り、桁定会場以外では受けられません

※矢作地区、大門・大樹寺学区は２月に行います。

｜

一



休日緊急当直医師突発急患者のための

昭ill 53 年12 月15日

年末年始及び

・夜間診療は急病の人のため

・夜間の急病はまず「かかりつけの医者｣へ

　
日
日

中
休
休

１　　月

　Ｃ¬

12月31日 １月１日 ２日 ３日 ７日 14日 15日 21日 28日

内

科
ま

た
は
小

児
科

fti附医院

　八W,北

tt21－0987

大浜医『完

　I松本l I

021-0743

山本卜院

　井･叩

き21－0759

サトゥ卜院

　･刊ill I

024－1221

崩(~□'･、院

　・綱川・

き45－2l)77

㈲藤卜院

　・'M.蔵fi'1

酋-15- 'MA

卜地医院

子心

1521-2992

i＼>:'ij［り、院

　I. 本町3」

魯22づ497

n 浦!>、院

　、能W.!,

024－1471)

削甫内f一昿.院

　･､気合1

a52－46G8

鈴帽り、院

噫美ヶll:)

萱53－3777

孵?｢り喝針t

　I 人西・

魯24－2881

山タ区芯

　一明大ぎI

霖:^1－06･N

々強ぢ･I 院

　冶ﾘいi t

152ト0555

筏藤卜院

　び占3-

豊21－4071

卦櫛冷.院

　I､中町I

an－1554

ォ･ヽラ卜院

　・中町卜

an－15308

公%医院

　一大･ド

昔21-1845

　山崎医院

　Ｅ幸ｙ･

豊幸田^5225

杉浦卜院

,刈卜

き51－1735

しま汐｣見附

　,明大卜

昔51－U11

小坂＼K |孔

　り､後崎･

萱5i－;i;55:!

Jしい＼'i 完

　し｣;i 卜

昔51一一1羽7

中■'亡医院

　川

魯5卜聞t<

M: .,な療所

　いい

as 1－-1076

人見医院

･上,'菌・

S43－212S

l< ?f医院

■>fi'iitill〕

昔43－2151）

外

科

砥iffi医院

　(;;≫]!

a24 - 0205

中八医院

1六供い

a23－8100

中西医院

:＼丿賀7■:

昔22－ai81

菅[■'･院

　I "(i 帥・

さ2-1-2828

巾I'川■>、|亮

　; U町 7・

酋2;;－:ji81

卜卜院

　a 叩

S24－2828

ill t

　？

O'l

病院

　彫

一8011

別｢仔医院

　溥'--田･．

酋^2－4139

卜病院

　ﾘIli幡1

S23－:i221

産
婦
人
科

河合医.院

　､能昆･

昔21一6591

長坂病院

浅作僑･

き31－3170

Ill%材病院

　床'k南

雲23－SI 61

W 谷医院

　叫j 人.V->

as 1-5037

,,）いゐm.

　　-i＼-'

051－1895

り;iト叫病院

　明人寺

音:!l－:525i

内ｔ

　引

き2

　病院

生-^’

－5171

什沼|入院

り漸生絹'

登-21－5357

村II目'･、晩

　丿■ {■2・

き2]-AbU

皮

泌

科

艮谷Ill医院

　巾#貿軒・

023－1871

大竹医院

　ｉ明大寺.･

a22－1449

亀片･医院

　,羽限，

豊53－1128

li; I-陸院

一明人い

as 1－51)9･i

心n-卜院

　吋丿限

雲53-112H

訟ト睡院

　■明人こi!

aSl－509-1

肌

　呻

き2

i 病院
　rm

－8011

咄本医院

　I束生fか

O22 - 3497

みしま医乱

　康'kか

き2】－1648

耳咽

　喉

鼻科

坂童医院

　･'福寿1

O21－6156

渋谷医院

　げ

魯23－0I69

黒川医院

　山限I

a52－0453

限ド卜院

　l明人V

051－509-1

中|it)医院

　順順7・

き22－3581

卜下区碗

　明人-,^・

a5i－5l)9･l

康生病院

　"康生南･

321 －13JO

:<:-:田病腕

　ifiuりレ

S21－3387

中押医院

　乍町?.

022→L'til

眼

科

鈴木医院

　弓

魯幸m-i6i2

'.･こ藤医院

　･,能見

き2卜0641

栗鼠医院

　‘鴨Ql

Q21－:jtj56

南部医院

　1.釧Hi'

asi－rmi

鈴もpi 院

　･,^ iii･

き引H 2-,自:!

･'、ら医院

　能に

萱21べ1)41

渠屋医.院

　''･?:■'■Hi'

≫21－:jii56

南部医院

　.羽田･

昔5i－5334

伊i>陸院

　･､亀節ト

－1リ3I3

　　　　　　岡崎市医帥会(052一一･1571!

　　　　　　　受付時間午前9時～II時容21-0501診療時間午前９時～12時

※緊急当直担当時間…休日午前9時～I2時　午後２時～6時

巻歯科は歯科医師会館(六供町Ｅ本松l8の１　六供浄水場西約100m)

み
ん
な
そ
ろ
つ
て
明
る
い
正
月

消
防
団
歳
末
特
別
警
戒

　
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、

例
年
空
気
が
乾
燥
し
、
強
風
の

吹
く
日
が
多
く
な
り
ま
す
。
加

え
て
、
暖
房
器
具
な
ど
の
火
気

使
用
が
グ
ン
と
増
え
ま
す
。

　
ま
た
。
こ
の
時
期
は
、
飲
泗

や
外
出
の
機
会
が
増
え
、
火
に

対
す
る
注
意
が
、
や
や
も
す
る

と
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
岡
崎
市
消
防
団
で
は
、
市
内

全
域
に
わ
た
り
各
警
備
詰
所
ご

と
に
歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
し

ま
丈
　
み
な
さ
ん
の
家
庭
。
職
場
と

も
火
の
取
扱
い
に
十
分
注
意
し
、

火
災
予
防
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
も
し
火
小
に
な
っ
た
ら
、
局

彷
な
し
「
一
一
九
番
」
で
、
町

名
・
目
標
な
ど
を
は
っ
き
り
確

実
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　
期
間
　
十
二
月
二
十
八
日
～

三
十
日
、
晦
日
午
後
ト
時
か
ら

翌
‐
午
前
■
　
-
I
時
ま
で

※
サ
イ
レ
ン
・
警
鐘
の
吹
打
鳴

　
歳
末
防
火
の
呼
び
か
け
の
た

め
、
午
後
九
時
に
サ
イ
レ
ン
（
長

一
声
三
十
秒
間
）
の
吹
打
鳴
を

行
い
ま
す
。

－
そ
れ
ぞ
れ
の
持
場
で

　
　
　
生
か
せ
火
の
用
心
－
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